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三宅一郎略歴 （2001年3月31日現在）
1931年（昭和6年)7月30日生
学歴
1950年
1954年
1956年
1957年
1986年
京都大学法学部入学
京都大学法学部卒業
京都大学大学院法学研究科修士課程公法専攻修了
京都大学大学院法学研究科博士課程公法専攻退学
法学博士の学位授与（京都大学）
(昭和25年）
(昭和29年）
(昭和31年）
(昭和32年）
(昭和61年）
???????
職歴
1957年
1958年
1968年
1969年
1972年
1974年
1977年
1984年
1985年
1986年
1988年
京都大学助手・人文科学研究所
アメリカ合衆国・ミシガン大学へ出張（1960年8月まで）
スタンフォード大学政治研究センター研究員（同年12月まで）
ミシガン大学社会調査研究所外国人研究員（同年5月まで）
京都大学講師・人文科学研究所
同志社大学教授・法学部
ハーヴァード大学日本研究所研究員（同年8月まで）
学術審議会専門委員（1986年1月まで）
統計数理研究所運営協議員(1989年5月まで）
神戸大学教授・法学部
日本学術会議・政治教育制度研究連絡委員会委員長
(1991年9月まで）
神戸大学法学部夜間学部主事（1990年3月まで）
神戸大学評議員(1991年5月まで）
オックスフォード大学シニア・フェロウ（同年5月まで）
神戸大学大学院教授・国際協力研究科
神戸大学停年退職
神戸大学名誉教授
大阪国際大学政経学部教授(1996年3月まで）
関西大学総合情報学部教授（現在に至る）
日本学士院会員（現在に至る）
(昭和32年）
(昭和33年）
(昭和43年）
(昭和44年）
(昭和47年）
(昭和49年）
(昭和52年）
(昭和59年）
(昭和60年）
(昭和61年）
(昭和63年）
???????????? ? ??
(平成元年）
(平成2年）
(平成4年）
(平成5年）
(平成7年）
(平成7年）
(平成7年）
(平成8年）
(平成ll年）
1989年
1990年
1992年
1993年
1995年
1995年
1995年
1996年
1999年
?????????? ? ?
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学会活動
1973年
1981年
1981年
1981年
1983年
1991年
(昭和48年）
(昭和56年）
(昭和56年）
(昭和56年）
(昭和58年）
(平成3年）
日本平和学会理事(1975年3月まで）
日本政治学会理事(1991年10月まで）
日本政治学会企画委員長(1983年10月まで）
日本選挙学会理事（現在に至る）
日本政治学会選挙管理委員長（1985年10月まで）
日本選挙学会選挙管理委員長(1993年3月まで）
4月
10月
10月
10月
10月
3月
賞罰
1988年（昭和63年)9月全国共同利用大型計算機センターより
第一回プログラム創造賞
研究業績
著書
1967年3月
創文社
1974年3月
1981年5月
1981年8月
1982年6月
1985年2月
創文社
1985年3月
1985年4月
1986年2月
1986年3月
三宅一郎・木下富雄・間場寿一：異なるレベルの選挙における投票行動の研究，
池内一編：市民意識の研究，東京大学出版会．
三宅一郎編：合理的選択の政治学， ミネルヴァ書房
三宅一郎・村松岐夫編：京都市政治の動態，有斐閣．
三宅一郎・山川雄巳編：アメリカのデモクラシー，有斐閣．
三宅一郎・綿貫譲治・嶋澄・蒲島郁夫：平等をめぐるエリートと対抗エリート，
三宅一郎：政党支持の分析，創文社．
三宅一郎・山口定・村松岐夫・進藤栄一： 日本政治の座標，有斐閣．
綿貫譲治・三宅一郎・蒲島郁夫： 日本人の選挙行動，東京大学出版会
Watanuki,J.,I.Miyakeandl.Kabashima:ElectoralBehaviorinthel98
上p旦旦旦旦_旦l旦血Q旦旦,InstituteoflnternationalRelations,SophiaUniversity
1987年 Verba,S・et.a1ElitesandtheldeasofEqualitv:AComparisonofJapan
SwedenandtheUHarvardUniversityPress
1989年12月三宅一郎：投票行動，東京大学出版会．
1990年3月三宅一郎：政治参加と投票行動，ミネルヴア書房．
1991年 Flanagan,S.,S.Kohei,I.Miyake,B.RichardsonandJ.Watanuki:皿呈
上－1YaleUniversityPress.
1995年1月三宅一郎：日本の政治と選挙，東京大学出版会．
1997年2月綿貫讓治・三宅一郎：環境変動と態度変容，木鐸社．
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1998年2月三宅一郎：政党支持の構造，木鐸社．
1998年3月統計数理研究所国民性国際調査委員会：国民性7カ国比較，出光書房
2001年2月三宅一郎・西澤由隆・河野勝:55年体制下の政治と経済：時事世論調査データの
分析，木鐸社．
2001年6月三宅一郎：選挙制度変革と投票行動，木鐸社
主要調査報告書とデータ・コードブック
1965年3月藤岡喜愛・加藤秀俊・三宅一郎・米山俊直：日米文化接触の研究，京都大学アメ
リカ研究所．
1975年3月三宅一郎・福島徳寿郎編：大都市行政の構造と動態，京都大学人文科学研究所．
1975年3月村松岐夫編：地域自治会の機能に関する研究一京都市の町内会一，総合研究開発
機構．
1976年3月村松岐夫編：人口急増都市におけるコミュニティと住民サービスの問題について
の調査研究報告書地方行政総合研究センター．
1976年12月三宅一郎・福島徳寿郎・村松岐夫編：都市政治家の行動と意見，京都大学人文科
学研究所．
1976年12月山田浩之ほか：千里ニュータウンの生活構造と市民意識，日本交通政策研究会．
1977年6月三宅一郎・村松岐夫ほか：大都市近郊の住民の政治態度と地域関心の分析，政策
科学研究所．
1979年1月三宅一郎：京都市民の投票行動一京都府知事選挙（昭和54年4月）を素材として
－，京都市選挙管理委員会．
1980年4月三宅一郎：個人生活満足度，コミュニティ生活満足度，政治満足度， 日本交通政
策研究会．
1987年3月三宅一郎：京都市民の投票行動一衆参同日選挙（昭和61年7月）を素材として－，
京都市選挙管理委員会．
1989年3月綿貫讓治・三宅一郎・猪口孝・蒲島郁夫：日本人の選挙行動-1983年衆参議院選
挙のパネル調査コードブックー，筑波大学多目的統計データバンク・プロジェクト．
1990年3月綿貫譲治・三宅一郎・蒲島郁夫：日本人の政治意識と行動(JABISS調査)-1976
年衆議院総選挙のパネル調査コードブックー，筑波大学多目的統計データバンク・プロジ
ェクト．
1991年3月村山皓司・三宅一郎：投票行動と政治的社会化(ミシガン調査)-1967年衆議院総
選挙のパネル調査コードブックー，筑波大学多目的統計データバンク・プロジェクト．
1992年4月三宅一郎編：棄権の実証的研究，日本選挙学会・選挙研究シリーズ10号，日本選
挙学会．
1993年10月綿貫譲治・三宅一郎・蒲島郁夫・小林良彰・池田謙一：政権交代と日本人の選挙
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行動-1993年衆議院総選挙のパネル調査コードブックー，筑波大学多目的統計データバン
ク・プロジェクト．
1998年2月綿貫譲治・三宅一郎・蒲島郁夫・小林良彰・池田謙-:JESIIコードブック，木
鐸社
主要コンピュータープログラムとデータベース関係書
1967年11月三宅一郎：社会科学のための統計パッケージ，東洋経済新報社．
1976年11月三宅一郎・山本嘉一郎:SPSS統計パッケージI 基礎編，東洋経済新報社．
1977年9月三宅一郎・山本嘉一郎:SPSS統計パッケージII解析編東洋経済新報社．
1982年3月三宅一郎：同志社大学アメリカ研究所所蔵ICPSRデータ目録，同志社アメリカ研
究・別冊7，同志社大学アメリカ研究所．
1986年3月三宅一郎・山本嘉一郎：新版SPSSXI 基礎編，東洋経済新報社．
1990年4月垂水共之ほか：新版SPSSXII解析編1,東洋経済新報社．
1991年3月三宅一郎・山本嘉一郎ほか：新版SPSSXIII解析編2,東洋経済新報社．
主要論文（前掲著書に収録された論文は除外した）
1961年3月三宅一郎：アメリカ政党構造と代表過程，人文学報第14号，京都大学人文科学研
究所．
1961年10月三宅一郎：アメリカ地方政党組織と選挙民，法学論叢70巻2．5号，有斐閣．
1964年10月三宅一郎：日本内閣の政治社会的構成，人文学報第20号，京都大学人文科学研究
所．
1964年10月三宅一郎：アメリカ二大政党の組織単位としての政党支持者集団，法学論叢74巻
1号，有斐閣
1965年3月三宅一郎ほか：政治意識構造論の試み，日本政治学会編・政治意識の理論と調査，
岩波書店．
1966年3月Miyake,I.:AcomparisonoftheComponentsofElectoralDecisionsinVarying
KindsofElection,堕nbunNo.8,京都大学人文科学研究所．
1966年12月三宅一郎：デモグラフィックな要因の政治的特性，人文学報第23号，京都大学人
文科学研究所．
1970年5月三宅一郎：政治意識と投票行動，秋元律郎ほか編・現代社会と政治体系，時潮社．
1971年5月三宅一郎：政党支持の流動性と安定性，日本政治学会編・現代日本における政治
態度の形成と構造，岩波書店．
1973-74年三宅一郎：京都市における市民意識(7)(8),法学論叢94巻2号･96巻2号，有
斐閣．
1973年12月三宅一郎：政党支持の動向と政治行動の変化，都市問題64巻12号，東京市政調査
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会．
1975年11月三宅一郎：公共政策と政府選択，福島徳寿郎ほか編：現代政治と地方自治，有信
堂．
1979年3月三宅一郎：有権者構造の変動と選挙，日本政治学会編:55年体制の形成と崩壊，
岩波書店．
1982年1-3月Miyake,I.:TrustinGovernmentandPoliticalCleavages:ACross-National
Comparisonl～2,同志社法学，第171号 第172号，同志社大学法学会．
1982年ll月三宅一郎：政治意識における公と私，公と私の社会心理学，勁草書房
1984年2月三宅一郎：比例代表選挙の投票行動，法律時報，56巻3号，日本評論社．
1988年4月三宅一郎：一党優位政党制下の政党選択一全国世論調査データから－，衛藤藩吉
ほか編：現代世界と政治，世界思想社．
1989年2月三宅一郎：アメリカにおける政治不信の変容，同志社アメリカ研究・別冊10,同
志社大学アメリカ研究所．
1990年4月三宅一郎・西澤由隆：日本の投票行動モデルにおける政党評価要因，選挙研究
No.7,北樹社．
1990年5月三宅一郎：投票義務感一行動科学と公共選択の間一，公共選択の研究，第21号，
現代経済研究センター．
1993年3月Miyake,I.:CandidateEvaluationandvotingChoiceundertheJapanese
ElectoralSystem, InternationalEditionNo.2【)b UniversitvLawHE
1994年12月三宅一郎：東アジアにける価値変動一イングルハート指標を手がかりに－，国際
協力論集2巻2号，神戸大学大学院国際協力研究科．
1996年 Miyake,I.:DimensionsofPartisanship:AFive-nationComparison,inChikio
Hayashi&ErwinScheuch(Hrsg.）3uantltatlveSoclalResearchmGermanvand
Japan,Leske+Budri.
1999年4月三宅一郎：三つの支持なし：その定義と性格の相違，国際経済労働研究，4月号，
国際経済労働研究所．
コンピュータ・プログラムとデータベース
1971-74年三宅一郎：データ解析のためのコンピュータ・プログラムズ1～5，人文学報第
31～37号，京都大学人文科学研究所．
1980-82年三宅一郎：政治意識調査データ・リスト1～3，同志社法学，第163号，第165号，
第174号，同志社大学法学会．
1985年3月三宅一郎：ローパー・センター所蔵日本関係データリスト，同志社法学，第189
号，同志社大学法学会．
1985年3月三宅一郎：データライブラリーの展望，日本世論調査協会報第55号，日本世論調
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査協会．
1995年2月三宅一郎：政治意識調査データベース・カタログ，神戸法学年報第10号，神戸大
学法学会． ’
翻訳書
1978年7月ロナルド・イングルハート著，三宅一郎ほか訳:静かなる革命一政治意識と行動
様式の変化一，東洋経済新報社．
1981年3月シドニー・ヴアーバ他著，三宅一郎ほか訳：政治参加と平等一比較政治学的分析
－，東京大学出版会
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